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2020 年 



様式  8 
〔学校部門〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名

2020-7212-022 弥生が好きっ!～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～ 大分県佐伯市立昭和中学校

校長名 神河 弥一郎 担当教諭名 青柳 喜之

過去の助成実績 なし  あり〔助成番号： 助成事業名：  〕

キーワード 「川下り」「自然体験」

対象児童生徒 中学生（１年７２名 ２年７２名 ３年６０名 計２０４名）

対象河川名 番匠川、井崎川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ  ： １年:弥生の魅力、再発見！ ２年:豊かなふるさと弥生の歩

みを考えよう

３年:豊かなふるさとを育む自

然にふれよう

ねらい ： 
〇自分の住む地域に関心を持ち、積極的に関わろうとする態度の育成 
〇地域との関わりから見出した課題の解決に向けて主体的･協働的に情報を収集し目的に応じて比較

したり関連づけたりする力の育成

評価の観点： 〇知識及び技能の習得 〇思考力･判断力･表現力の育成  〇学びに向かう力の涵養 
活動時期 ： ４月～２月 (新型コロナウィルス感染症による休校のため、４～５月は活動を中止) 

活動形態
総合的な 
学習の時間

各教科学習 
（社会）

各教科学習 
（理科）

学校行事
その他 

（保健体育）
合計

上記の

活動時間数

1年 33時間 
2年 30時間 
3年 27時間 

1年 2時間 
2年 3時間 
3年 3時間 

1年 0時間 
2年 1時間 
3年 2時間 

0時間 
1年 0時間 
2年 4時間 
3年 0時間 

1年 35時間 
2年 38時間 
3年 32時間 

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

１ 道の駅やよい｢番匠おさかな館｣   支援内容･･･SAP体験、講演（番匠川のさかな） 

２ 日本赤十字社大分県本部   支援内容･･･救急法講習 

３ 番匠川漁業協同組合淡水魚種苗センター  支援内容･･･鮎のちょんがけ体験、鮎調理 

４ 佐伯市環境アドバイザー･佐伯市史談会  支援内容･･･講演（番匠川の歴史、自然など） 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 プレゼンテーション(PowerPinnt)

及び｢弥生の魅力再発見｣新聞作成 対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

〇新型コロナウィルス感染症拡大のため、予定していた活動を中止(鮎のちょんがけ体験、文化祭等） 

〇台風９号による河川の増水のため、活動内容及び活動日を変更（自作筏体験、カヤック体験、SAP体験等） 

※河川での活動時には、全生徒へライフジャケットの着用を徹底 

活動の成果と今後の課題・展開 

１ 活動の成果 

１年:ふるさとの魅力について再発見することができ、自分達の住む所のすばらしさを感じ取ることができた。 

２年:弥生の達人からの聴き取りや川下り体験から、弥生の魅力を再発見することができた。 

３年:自然体験活動や調べ学習をとおして、ふるさと弥生を愛し、誇りに思う気持ちを育成できた。 

２ 今後の課題・展開 

１年:町の産業と番匠川の関わりについて調べるとともに、町のために貢献できることについて考えさせる。 

２年:ふるさと弥生について、３学年においても調べ学習を継続し、地域の魅力を発信する。 

３年:必要なヒト、モノ、コトを確保できず、予定していた活動に取り組むことができなかった。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

体験活動  系 川下り(ﾎﾞｰﾄ、ｶﾔｯｸ等) ８～９   月 

文化・歴史  系  川と文化 ９～１０  月 

※データベースに登録する活動分野は、本冊子P.４６の活動分野一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。



様 式 12-1 

アドバンス  活動報告書

（NO．１） 
1.助成事業名 弥生が好き！

～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

学校名 大分県佐伯市立昭和中学校 助成番号 2020-7212-022 

2.単元名  弥生の魅力、再発見！

3.目標 ふるさと弥生の調べ学習や体験活動をとおして、地域の課題を見出し、その解決に向けて主体的・協働的に情報を収集し、目的に応じて比較したり関連づけたりする力を持つことができる。

4.実施学年 人数  １年   ７２名

5.場所 大分県佐伯市弥生大字小田付近 番匠川（中流域）、 大分県佐伯市本匠大字笠掛 番匠川（上流域）

6.単元構想（総時間数３３時間）   総合的な学習３３時間  

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

１
学
年
・
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

評
価
項
目

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載

ふるさと弥生を知ろう（５時間） ふるさと弥生を紹介しよう(１１時間) 

ふるさと弥生の良さや課題を予想する。 
ふるさと弥生に出かけ、体験したり触れ

たりすることで、ふるさとの課題や良さに

気付く。 

ふるさと弥生について、体験・調査した内容をわか

りやすくまとめ、発表の仕方や内容を工夫して発

表する。 

【調査活動】 

〇ウェビングマップ作成(２時間) 

・ふるさと弥生について知っている事柄の書

き出し 

・班ごとにウェビングマップの作成 

【課題の設定】 

〇テーマ別研修(３時間) 

・１年生を５班に分け、テーマと課題を設定と

情報収集 

A 班:番匠川 B 班:尺間山 

C 班:伝統芸能  D 班:生姜  

E 班:道の駅やよい 

〇ウェビングマップ作成 

・ふるさと弥生に関して、知っている事柄や疑

問点を、わかりやすくまとめることができる。 

〇テーマ別研修 

・番匠川や地域との関わりに関心を持ち、学習

の見通しを持ちながら、学習課題を設定するこ

とができる。 

【体験活動】 

〇鮎のちょんがけ体験（４時間）･･･中止 

・地域の伝統的な漁法である｢鮎のちょんがけ漁｣

と鮎料理の体験 

〇救急法講習及び水上安全法講習(２時間) 

・応急処置(胸骨圧迫、人工呼吸) 

・着衣泳及びﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ装着泳 

〇カヤック体験教室(４時間) 

・カヤックの体験 

〇水生生物調査(６時間) 

・番匠川に生息する生物の調査 

・番匠川上流と中流の違い 

〇鮎のちょんがけ体験･･･中止 

・｢鮎のちょんがけ漁｣を知る。 

・鮎料理から川の恵みを知る。 

〇救急法講習及び水上安全法講習 

・応急処置(胸骨圧迫、人工呼吸)ができる。 

・衣服とﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄを装着して泳ぐことができる。 

〇カヤック体験教室 

・カヤックを操作できる。 

〇水生生物調査 

・番匠川に生息する生物を知る。 

緊急事態宣言に基づ

く臨時休校

４月２０日(月) 
～５月２２日(金) 

学校再開

５月２５日(月)～ 

ふるさと弥生に出かけよう(１２時間） 

〇発表会事前準備 

・体験した内容や調べた内容を、わかりやすくまとめる

ことができる。 

〇文化祭･･･中止 

・ふるさとについて調べた内容をわかりやすく伝えること

ができる。 

〇弥生の魅力学年発表会 

・ふるさとについて調べた内容をわかりやすく伝えること

ができる。 

〇尺間ウォーク 

・地域の自然や生き物、山頂の神社の観察から地域を

愛する心情を持つ。 

地域の自然と人々の関わりを 

知ろう(５時間) 

働くことの意義や自然環境と人々の

関わりを知り、地域の一員として何

ができるかを考える。 

【情報の整理･分析】 

〇発表会事前準備（５時間） 

・体験した内容や調べた内容のまとめ 

・プレゼンテーション作成 

【表現･発表】 

〇文化祭(１時間)･･･中止 

・ふるさとについて調べた内容の発表 

〇弥生の魅力学年発表会(２時間) 

・ふるさとについて調べた内容の発表 

【体験活動】 

〇尺間ウォーク（６時間） 

・尺間山への登山(往復 20ｋｍ) 

・地域の自然や生き物、山頂の神社の観察 

〇職業講話 

・職業について、インタビューする内容を

まとめることできる 

・職業について積極的に質問できる。 

〇職業講話まとめ 

・わかったことや気付いたことをわかりや

すくまとめることができる。 

〇職業講話礼状作成 

・感謝の気持ちを伝えることができる。 

・将来の自分や地域との関わりについ

て、考えることができる。 

【情報の収集】 

〇職業講話(３時間) 

・働く人々へのインタビュー 

・地域で働く人々の講話 

 

 

 

 

【情報の整理･分析】(１時間) 

〇職業講話まとめ 

・気付いたこと、わかったことのまとめ 

【表現・発表】(１時間) 

〇職業講話礼状作成 

・職業講師に礼状作成 

塩月自動車整備、惣菜店たかはし、佐伯

市役所弥生振興局、番匠おさかな館、

やよいこども園、薬剤師、佐伯消防署、

ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ佐伯、生姜生産農家



様 式 12-2

アドバンス  活動報告書

（NO．２） 
1.助成事業名 弥生が好き！～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～ 学校名 大分県佐伯市立昭和中学校 助成番号 2020-7212-022 
7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

8.成果と課題 
〇 「ふるさと弥生」について、地域の未来像と課題を持ち、あらためて学習することで地域に根ざした産業の意味や、働く人々の思いに触れることができた。

〇 身近な自分たちの生活している地域でありながら、実際に足を運んだことのない場所でさまざまな体験を企画できたことは地域再発見に役立った。

〇 将来の職業生活を見据え、働くことの意義や地域の産業について理解を深めることができた。

● 新型コロナウィルス感染症の影響で活動内容が制限されたことから、3 密を避けた上での集団活動をどう仕組むかが課題である。

定していた活動の変更や中止を余儀なくされた。（文化祭、地域ボランティア活動、鮎のちょん掛け体験等）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

１
学
年

緊急事態宣言に基づ

く臨時休校

４月２０日(月) 
～５月２２日(金) 

学校再開

５月２５日(月)～ 

ふるさと弥生を知ろう（５時間） ふるさと弥生を紹介しよう(１１時間) ふるさと弥生に出かけよう(１２時間） 
地域の自然と人々の関わりを 

知ろう(５時間) 

ふるさと弥生の良さや課題を、自然環

境、歴史伝統、特産物に分けて予想

させた。 

【調査活動】 

〇ウェビングマップ作成(２時間) 

・ふるさと弥生について知っている事柄をカテゴ

リーごとにまとめ、班ごとにウェビングマップを作

成した。 

【課題の設定】 

〇テーマ別研修(３時間) 

・１年生を５班に分け、テーマと課題を設定した。 

A 班:番匠川 B 班:尺間山 C 班:伝統芸能  D

班:生姜 E 班:道の駅やよい 

【体験活動】 

〇救急法講習及び水上安全法講習(２時間) 

・救急法、着衣泳、ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ装着泳を行った。 

〇カヤック体験教室(４時間) 

・カヤックの体験を行った。 

〇水生生物調査(６時間) 

・番匠川に生息する生物の調査を行った。 

【情報の整理･分析】 

〇発表会事前準備（５時間） 

・体験した内容や調べた内容をまとめさせ、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ

ﾝ等を作成させた。 

【表現･発表】 

〇弥生の魅力学年発表会(２時間) 

・ふるさとについて調べた内容の発表させた。 

【体験活動】 

〇尺間ウォーク（６時間） 

・尺間山への登山(往復 20ｋｍ)において、地域の自然や

生き物、山頂の神社などを体験･観察させた。 

【情報の収集】 

〇職業講話(３時間) 

・職業講話において、地域の自然や特

性、歴史等と職業についての関わり等に

ついて質問させた。 

○職業講話まとめ（１時間）

・気付いたこと等をまとめさせた。 

〇職業講話礼状作成（１時間） 

・感謝の気持ちを込めて、お礼の手紙を

作成させた。 

ふるさと弥生に出かけ、体験したり触れ

たりすることで、ふるさとの課題や良さに

気付かせた。 

ふるさと弥生について、体験・調査した内容をわかり

やすくまとめ、発表の仕方や内容を工夫して発表さ

せた。 

働くことの意義や自然環境と人々の

関わりに気付かせ、地域の一員として

何ができるかを考えさせた。 



様 式 12-1 

アドバンス  活動報告書

（NO．１） 
1.助成事業名 弥生が好き！

～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

学校名 大分県佐伯市立昭和中学校 助成番号 2020-7212-022 

2.単元名  豊かなゆるさと弥生の歩みを考えよう

3.目標 ふるさと弥生の調べ学習や体験活動をとおして、地域の課題を見出し、その解決に向けて主体的・協働的に情報を収集し、目的に応じて比較したり関連づけたりする力を持つことができる。

4.実施学年 人数  ２年   ７２名

5.場所 大分県佐伯市弥生大字小田付近 番匠川（中流域）、 大分県佐伯市弥生大字井崎 井崎川（番匠川支流）

6.単元構想（総時間数時間）   総合的な学習３５時間 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

２
学
年
・
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

評
価
項
目

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載

ふるさと弥生のすごいところを 

探そう（５時間） 

弥生のすごい人に話を聞いて 

弥生の良さを PR しよう(１２時間) 

ふるさと弥生の良さを予想し、興味関心

に応じた探求課題を設定と調査計画を

たてる。 

ふるさと弥生に出かけ、体験したり触れ

たりすることで、ふるさとの課題や良さに

気付く。 

ふるさと弥生について、体験・調査した内容をＰＲ動画

にまとめ、発表の仕方や内容を工夫して発表する。 

【課題の設定】 

〇テーマ別研修(５時間) 

・調査内容の選定と情報収集 

文化･･･杖踊り、方言、民話 

歴史･･･栂牟礼城、尺間神社 

自然･･･尺間山、番匠川 

産業･･･生姜、鮎、パン 

・班分け(14 班) 

・体験場所･調査内容の検討 

・テーマに沿った事業所、地域人材への依頼 

〇テーマ別研修 

・地域の歴史や文化に関心を持ち、学習の見

通しを持ちながら、学習課題を設定することが

できる。 

・調査計画を立てることができる。 

【体験活動】 

〇鮎のちょんがけ体験（４時間）･･･中止 

・地域の伝統的な漁法である｢鮎のちょんがけ漁｣

と鮎料理の体験 

〇救急法講習及び水上安全法講習(２時間) 

・応急処置(胸骨圧迫、人工呼吸) 

・着衣泳及びﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ装着泳 

〇カヤック・サップ体験教室(４時間) 

・カヤック・サップの体験 

〇鮎のちょんがけ体験･･･中止 

・｢鮎のちょんがけ漁｣を知る。 

・鮎料理から川の恵みを知る。 

〇救急法講習及び水上安全法講習 

・応急処置(胸骨圧迫、人工呼吸)ができる。 

・衣服とﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄを装着して泳ぐことができる。 

〇カヤック・サップ体験教室 

・カヤック及びサップを操作できる。 

緊急事態宣言に基づ

く臨時休校

４月２０日(月) 
～５月２２日(金) 

学校再開

５月２５日(月)～ 

ふるさと弥生に出かけよう(６時間） 

〇弥生の達人インタビュー 

・地域の人々から、ふるさとの魅力を聴き取ることができる。 

〇文化祭･･･中止 

・ふるさとについて調べた内容をわかりやすく伝えることができ

る。 

〇発表会事前準備 

・ふるさと弥生の良さや魅力をまとめた PR 動画作成する。 

〇弥生のよさ再発見学級発表会 

・PR 動画作成をもとに、弥生に魅力をわかりやすく伝えることが

できる。 

〇尺間ウォーク 

・地域の自然や生き物、山頂の神社の観察から地域を愛する心

情を持つ。 

弥生の良さを PRしようⅡ(７時間) 

修学旅行で訪れた大分県の他地域

の良さと、弥生の良さを保護者にわ

かりやすく発表する。 

【情報の収集】 

〇弥生の達人インタビュー(３時間) 

・地域の人々に聴き取り 

【情報の整理･分析】 

〇発表会事前準備（３時間） 

・体験した内容や調べた内容のまとめ 

・PR 動画の作成 

【表現･発表】 

〇文化祭(１時間)･･･中止 

・ふるさとについて調べた内容の発表 

〇弥生の良さ再発見学年発表会(２時間) 

・ふるさとについて調べた PR 動画の発表 

【体験活動】 

〇尺間ウォーク（６時間） 

・尺間山への登山(往復 20ｋｍ) 

・地域の自然や生き物、山頂の神社の観察 

〇修学旅行 

・大分県の他地域の良さや魅力を発見す

ることができる。 

〇発表会事前準備 

・PR 動画に新たにわかったことや気づい

たを付け加え、わかりやすくまとめる。 

〇弥生のよさ再発見ＰＴＡ発表会(中止) 

・ふるさと弥生の良さや魅力をまとめた

PR 動画作成し、保護者にわかりやすく伝

えることができる。 

【情報の収集】 

〇修学旅行（６時間） 

・大分県九重町･･･スキー体験 

【情報の整理・分析】 

〇発表会事前準備（１時間） 

・修学旅行で体験した内容のまとめ 

・発表原稿作成、役割分担 

・PR 動画の修正 

【表現･発表】(中止) 

〇弥生の良さ再発見ＰＴＡ発表会 

(１時間) 

・ふるさとについて調べた PR 動画の発表 



様 式 12-2

アドバンス  活動報告書

（NO．２） 
1.助成事業名 弥生が好き！～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～ 学校名 大分県佐伯市立昭和中学校 助成番号 2020-7212-022 
7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

8.成果と課題

〇 「ふるさと弥生」の様々な内容に興味を持ち、班ごとに話し合いながら探究心を養い、班員と協力しながら体験活動を行うことができた。

〇 様々な分野の「弥生の達人」の話から、ふるさと弥生の良さやすばらしさを改めて知ることができた。

〇 将来の職業生活を見据え、働くことの意義や地域の産業について理解を深め、地域の一員としての自覚を促すことができた。

● 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、予定していた活動の変更や中止を余儀なくされた。（文化祭、地域ボランティア活動、鮎のちょん掛け体験、再発見ＰＴＡ発表会等）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

２
学
年

緊急事態宣言に基づ

く臨時休校

４月２０日(月) 
～５月２２日(金) 

学校再開

５月２５日(月)～ 

ふるさと弥生のすごいところを 

探そう（５時間） 

弥生のすごい人に話を聞いて、 

弥生の良さを PR しよう(１２時間) 
ふるさと弥生に出かけよう(６時間） 

弥生の良さを PRしようⅡ 

(７時間) 

ふるさと弥生の良さを予想し、班ごと

の探求課題の設定と調査計画をたて

させた。 

【課題の設定】 

〇テーマ別研修(５時間) 

・カテゴリーごとに調査内容の選定を行った。 

文化･･･杖踊り、方言、民話 

歴史･･･栂牟礼情、 

自然･･･尺間山、番匠川 

産業･･･生姜、鮎、パン 

・２年生をテーマごとに１５班に分けた。 

・体験場所･調査内容の検討を行った。 

・テーマに沿った事業所、地域人材を選び出し、

学習への協力の依頼を行った。 

【体験活動】 

〇救急法講習及び水上安全法講習(２時間) 

・救急法、着衣泳、ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ装着泳を行った。 

〇カヤック・サップ体験教室(４時間) 

・カヤックとサップの体験を行った。 

【情報の収集】 

〇弥生の達人インタビュー(３時間) 

・地域に出かけ、ふるさとについて聴き取り調査を行った。 

【情報の整理･分析】 

〇発表会事前準備（５時間） 

・体験したり聴き取った内容をまとめた PR 動画作成させ

た。 

【表現･発表】 

〇弥生の良さ再発見学年発表会(３時間) 

・ふるさとについて調べた PR 動画の発表会を行った。 

【体験活動】 

〇尺間ウォーク（６時間） 

・尺間山への登山(往復20ｋｍ)において、地域の自然や生

き物、山頂の神社などを体験･観察させた。 

【情報の収集】 

〇修学旅行（６時間） 

・大分県久住町にてｽｷｰ体験を行った。 

【情報の整理・分析】 

〇発表会事前準備（１時間） 

・修学旅行で体験した内容を踏まえて、

PR 動画を検討させ、必要な内容を加え

させた。 

【表現･発表】 

〇弥生の良さ再発見ＰＴＡ発表会(中止) 

(１時間) 

ふるさと弥生に出かけ、体験したり触れ

たりすることで、ふるさとの課題や良さに

気付かせた。 

ふるさと弥生について、体験・調査した内容を PＲ動画

にまとめ、発表の仕方や内容を工夫して発表させた。 

修学旅行で訪れた大分県の他地域の

良さを交えながら、弥生の良さを再発

見させた。 



；様 式 12-1 

アドバンス  活動報告書

（NO．１） 
1.助成事業名 弥生が好き！

～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

学校名 大分県佐伯市立昭和中学校 助成番号 2020-7212-022 

2.単元名  豊かなふるさとを育む自然にふれよう

3.目標 ふるさと弥生の調べ学習や体験活動をとおして、地域の課題を見出し、その解決に向けて主体的・協働的に情報を収集し、目的に応じて比較したり関連づけたりする力を持つことができる。

4.実施学年 人数  ３年   ６０名

5.場所 大分県佐伯市弥生大字小田付近 番匠川（中流域） 

6.単元構想（総時間数時間）   総合的な学習時間 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

３
学
年
・
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

評
価
項
目

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載

番匠川への思いを表現しよう 

（７時間） 
番匠川と地域の関わりを知ろう（１０時間) 

番匠川への思いを込めたキャッチコピー

と川下り用の筏を作成する。 

ふるさと弥生に出かけ、体験したり触れ

たりすることで、ふるさとの課題や良さに

気付く。 

番匠川と地域の自然についてテーマを設定し、調査

活動及び専門家の講演会をとおして、環境保全や防

災意識を育成する。 

【課題の設定】 

〇オリエンテーション(１時間) 

・ふるさと弥生について、学んだ内容の振り

返り 

【制作活動】 

〇のぼり旗制作（２時間） 

・番匠川への思いを込めたキャッチコピーを

一人一人考案 

・班ごとにキャッチコピー決定 

〇手作り筏作成（４時間） 

・設計図製作 

・筏、オール製作 

〇オリエンテーション 

・ふるさと弥生について、学んだ内容を振り返

り、番匠川への興味関心を持つ。 

〇のぼり旗制作 

・番匠川への思いを込めたキャッチコピーを川

柳に表現することができる。 

〇手作り筏製作 

・安全に川下りするための設計図を作成でき

る。 

・筏とオールを手際よく製作できる。 

【体験活動】 

〇鮎のちょんがけ体験（４時間）･･･中止 

・地域の伝統的な漁法である｢鮎のちょんがけ漁｣

と鮎料理の体験 

〇救急法講習及び水上安全法講習(２時間) 

・応急処置(胸骨圧迫、人工呼吸) 

・着衣泳及びﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ装着泳 

〇番匠リバーフェスタ(８時間) 

・カヤック体験 

・手作り筏による川下り体験 

〇鮎のちょんがけ体験･･･中止 

・｢鮎のちょんがけ漁｣を知る。 

・鮎料理から川の恵みを知る。 

〇救急法講習及び水上安全法講習 

・応急処置(胸骨圧迫、人工呼吸)ができる。 

・衣服とﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄを装着して泳ぐことができる。 

〇番匠リバーフェスタ 

・カヤックを操作できる。 

・手作り筏の川下りをとおして、魚や水草、川の流れ

などを観察し、番匠川の自然を知る。 

緊急事態宣言に基づ

く臨時休校

４月２０日(月) 
～５月２２日(金) 

学校再開

５月２５日(月)～ 

ふるさと弥生に出かけよう(１０時間） 

〇番匠川塾 

・調べたり聴き取ったりした内容を、図や写真を使ってわかり

やすくまとめることができる。 

〇文化祭･･･中止 

・ふるさとについて調べた内容をわかりやすく伝えることがで

きる。 

〇尺間ウォーク 

・地域の自然や生き物、山頂の神社の観察から地域を愛す

る心情を持つ。 

【テーマ設定】 

〇番匠川塾(４時間) 

・テーマ設定 

(川の成り立ち･魚、地域の歴史、鳥と自然、防災) 

・講話 

・マイタイムライン作成 

【表現･発表】 

〇文化祭(１時間)･･･中止 

・番匠川や地域について調べた内容の発表 

【体験活動】 

〇尺間ウォーク（６時間） 

・尺間山への登山(往復 20ｋｍ) 

・地域の自然や生き物、山頂の神社の観察 



様 式 12-2

アドバンス  活動報告書

（NO．２） 
1.助成事業名 弥生が好き！～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～ 学校名 大分県佐伯市立昭和中学校 助成番号 2020-7212-022 
7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

8.成果と課題 
〇 地域に出かけ、地域の自然に触れる体験活動をとおして、地域をより身近なものとして感じ、地域への愛着をより深めることができた。

〇 グループごとにテーマを設定し、地域の調べ学習をとおして、地域の課題に気付かせるとともの、地域の将来像を思い描き、地域の一員としての役割を考える生徒が増えた。

〇 救急法や着衣泳、ライフジャケット泳、筏作り、カヤック体験等をとおして、生活に根ざした知識や技術を身に付けることができ、生きて働く力の醸成ができた。

● 新型コロナウィルス感染症のため、予定していた活動の変更や中止を余儀なくされた。また、深まりのある活動をする上で地域との関わりの重要性を感じたことから、より密接な地域連携が必要である。

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

３
学
年

緊急事態宣言に基づ

く臨時休校

４月２０日(月) 
～５月２２日(金) 

学校再開

５月２５日(月)～ 

ふるさと弥生に出かけよう(１０時間） 

【体験活動】 

〇救急法講習及び水上安全法講習(２時間) 

・救急法、着衣泳、ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ装着泳、カヤック 

の操作練習 

を行った。 

〇番匠リバーフェスタ(８時間) 

・カヤック体験と手作り筏で川下りを行った。 

・行ったこ 

とがない 

川の中程 

や下流の 

堰まで進 

み、魚や 

川の底石 

などを観 

察させた。 

ふるさと弥生に出かけ、体験したり触れ

たりすることで、ふるさとの課題や良さに

気付かせた。 

番匠川への思いを表現しよう 

（７時間） 

番匠川への思いを込めたキャッチコピー

を元に、のぼり旗を制作した。また、川下

り用の筏とオールを自作した。 

【課題の設定】 

〇オリエンテーション 

・ふるさと弥生を振り返り、豊かな恵みの源が

番匠川であることを確認させた。 

【制作活動】 

〇のぼり旗制作（２時間） 

・番匠川への思いを込めたキャッチコピーを一

人一人考案させ、班ごとに選定し、学級で発表

交流させた。 

〇手作り筏作成（４時間） 

・筏及びオールを製作させた。 

番匠川と地域の関わりを知ろう（１０時間) 

地域に出かけて調査したり、専門家の講話を聞いたり

して、地域の自然や歴史、災害について考えさせ、気

付いたことを、まとめさせた。 

【テーマ設定】 

〇番匠川塾(４時間) 

・４つのテーマ(川の成り立ち･魚、地域の歴史、鳥と自

然、防災)ごとに調査活動及び講演会を実施し、マイタ

イムラインを作成させた。 

〇尺間ウォーク（６時間） 

・尺間山への登山(往復20ｋｍ)をとおして、地域の自然

や生き物、文化遺産に触れさせた。 



様式13 

〔学校部門〕 共通 ［活動写真］Ｎｏ．１

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7212-022 弥生が好き! 
～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

大分県佐伯市立昭和中学校

校 長    神河 弥一郎

フィールド：本校ランチルーム

日 付 ：２０２０．７．１７

コメント：ウェビングマップ作成（１年) 
① ふるさとについて知っている事柄の書き出し

② 内容ごとにカテゴリーごとのまとめ

③ ウェビングマップを作成

④ 全体で交流

※ ふるさとについて知っていることを全員で共有するこ

とをとおして、探究心を喚起することができた。

フィールド： 本校体育館

日 付 ：２０２０．８．３

コメント：救急救命法講習（１～３年）

① 胸骨圧迫訓練

② 人工呼吸体験

③ ＡＥＤ装着訓練

※ 学年ごとに時間を区切って実施した。体験をとおして

 救急救命法を習得することができた。

講師：日本赤十字社大分県支部

フィールド：Ｂ＆Ｇ海洋センター プール

日 付 ：２０２０．８．６

コメント：着衣泳及び水上安全法（１～３年）

① 着衣泳

② ライフジャケット装着泳体験

③ ペットボトル等を利用した救急法

※ 着衣泳やライフジャケット装着泳を体験することで、

水辺や水上における安全な過ごし方を学ぶことがで

きた。



様式13 

〔学校部門〕 共通 ［活動写真］Ｎｏ．２

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7212-022 弥生が好き! 
～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

大分県佐伯市立昭和中学校

校 長    神河 弥一郎

フィールド：本校木工室

日 付 ：２０２０．８．１９

コメント：手作り筏作成（３年) 
① 川下り用筏作成（４艇）

② オール作成

③ 材料･･･フロート、桧材、杉荒材、ベニア 他

※ 手作り筏の作成をとおして、物作りについて学ぶこと

ができた。設計図通りに組み立てるだけでなく、イン

パクトドライバー等の使い方も習得できた。

フィールド： 番匠川小田井堰周辺

日 付 ：２０２０．８．３１

コメント：カヤック体験教室（１年）

① 一人乗りカヤック（３艇）

② 二人乗りカヤック（１２艇）

③ カヤック操縦練習

④ 学級対抗カヤックレース開催

※ カヤックの操縦練習後に、川の中程に設置したブイを

周回する学級対抗カヤックレースを行った。生徒は初

めて体験するカヤックに戸惑いながらも番匠川の清流

を経験することができた。

フィールド：番匠川河童橋周辺、井崎川

日 付 ：２０２０．８．３１

コメント：カヤック・サップ体験教室（２年）

① 一人乗りカヤック（３艇）

② 二人乗りカヤック（１２艇）

③ サップ（１０艇）

④ カヤック・サップ体験を実施

※ ２年生を２グループに分け、カヤック・サップ体験

  教室を実施した。カヤックとサップの操縦法を学ぶ

  ことができた。

講師：道の駅やよい「番匠おさかな館」 立川淳也 氏



様式13 

〔学校部門〕 共通 ［活動写真］Ｎｏ．３

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7212-022 弥生が好き! 
～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

大分県佐伯市立昭和中学校

校 長    神河 弥一郎

フィールド：番匠川河童橋周辺～小田井堰

日 付 ：２０２０．９．１

コメント：番匠川リバーフェスタⅠ（３年) 
① 手作り筏（１０艇）

② コース･･･河童橋～小田井堰

③ 手作り筏による川下り体験

※ 手作り筏による川下り体験をとおして、日頃親しんで

いる番匠川の見つめ直すことができた。特に、川の中

程が予想より浅いことや鮎などの魚が多いことに気付

くことができた。

フィールド： 番匠川小田井堰周辺

日 付 ：２０２０．９．１５

コメント：番匠川リバーフェスタⅡ（３年）

① 一人乗りカヤック（３艇）

② 二人乗りカヤック（１２艇）

③ カヤック操縦練習

④ 学級対抗カヤックレース開催

※ カヤックの操縦練習後に、川の中程に設置したブイを

周回する学級対抗カヤックレースを行った。生徒は初

  めて体験するカヤックに戸惑いながらも番匠川の清流

を経験することができた。

フィールド：番匠川上流（本匠 笠掛地区周辺）

日 付 ：２０２０．９．３０

コメント：水生生物調査（１年）

① １年生をテーマ別の５班に編制

② 番匠川班による水生生物調査

※ 上流域に生息する水生生物の調査を行った



様式13 

〔学校部門〕 共通 ［活動写真］Ｎｏ．４

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7212-022 弥生が好き! 
～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

大分県佐伯市立昭和中学校

校 長    神河 弥一郎

フィールド：井崎川

日 付 ：２０２０．１０．２６

コメント：番匠川塾（３年) 
① ３年生をテーマ別に５班に編制

② 「番匠川の成り立ちと水利用」班による現地調査

※ 番匠川とその支流である井崎川の地形、農業と水

利用、水害などについて、講師の説明及び現地調

査から、学ぶことができた。

講師：佐伯市環境アドバイザー 平野憲司氏

フィールド： 尺間山

日 付 ：２０２０．１２．１８

コメント：尺間ウォークラリー（１～３年）

① 行程･･･学校～尺間山（往復20km） 
② 学級ごとに４～５人班に編制し活動

※ 尺間山への登山をとおして、地域の自然や生き物、

 山頂の神社などの文化遺産に触れることができた。

また、往復20mの行程を走破することで、達成感 
を得ることができた。

フィールド：大分県くじゅう森林公園スキー場

日 付 ：２０２１．２．１８

コメント：修学旅行（２年）

① スキー教室

※ 新型コロナウィルス感染症の影響のため、修学旅

行を関西方面から大分県内へ変更した。全生徒が

初めて体験するスキー教室を実施した。

ふるさと弥生や地元大分の良さや自然について、

見つめ直すことができた。

注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。）



様式14 

〔学校部門〕 ［実施箇所位置図］

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7212-022 
弥生が好き！

～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～

大分県佐伯市立昭和中学校

校  長   神河 弥一郎

助

成

事

業

の

主

な

実

施

箇

所

主な実施箇所

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。

  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 

昭和中 

川下り体験実施箇所 

川下り体験実施箇所

(自作筏、ｶﾔｯｸ体験) 

拡大図

川下り体験実施箇所

(サップ体験) 

昭和中学校

道の駅やよい 
番匠おさかな館

番匠川

水生生物調査

尺間ｳｫｰｸﾗﾘｰ実施箇所 

井崎川
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